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町
北
海
道
大
学
文
率
部
紀
要
h

と
『
北
梅
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』

合
併
に
つ
い
て
の

b
知
ら
せ

の

昭
和
、
ニ
十
五
年
に
法
文
学
部
が
分
離
・
独
立
し
た
の
を
受
け
て
昭
和

そ
の
後
吋
制
作
昌
一
組
問
・
外
題
文
学
研
究
』
が
昭
和
一

十
七
年
に
文
学
部
か
ら
「
北
海
道
大
学
文
綾
部
紀
要
い
が
創
刊

年
に
発
行
さ
れ
、
ま
た
吋
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
は
昭
和
一
ニ

た
る
執
筆
対
象
者
は
文
学
部
教
官
」
と
し
な
が

は

十
七
年
震
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
た
だ
し
、
あ
と
の
ふ
た
つ
は
・
と
も
に

い
ず
れ
も
教
養
部
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
は
あ
い
つ
い
マ
文
学
部
か
ら
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
部
に
北
方
文
化

研
究
施
設
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
隈
和
四
十
二
り
吋
北
方
文
化
研
究
』
も
発
行
さ
れ
っ
た
か
ら
、
文
学
部
は
一
時

は
部
稜
類
の
純
要
類
な
刊
行
し
て
い
た
わ
け
で
占
め
る
。

う

一意義3~

究
察
内
ぃ
、

の

北

海

瀧

大

学

文

学

部

に

お

け

る

教

官

組

織

が

、

北

方

文

化

研

究

施

設

と

し

て

の

吋

研

一
般
教
育
の
た
め
の
「
学
科

g
」
の
一
一
一
考
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
の
が
そ
の
一
悶
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
一
盟
口
語
文
化
部
の
創
設

れ
て
京
外
国
務
・
外
菌
文
学
』
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
は
言
籍
文
化
部
よ
り
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
つ
い
で
文
学
部
は

試
千
年
度
か
ら
そ
丸
ま
で
の
「
専
門
教
繁
一
一
1

研
究
飽
設
担
詣
教
官
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
教
授
会
い
と
、
「
一
般
教
育
担
当
教
官

た
る
構
成
操
作
と
す
る
教
授
会
」
ゐ
一
本
化
を
お
こ
な
い
、
そ
ふ
れ
に
と
も
な
っ
て
『
文
勝
部
紀
要
い
と
『
人
文
科
学
論
集
』
の
含
併
と
、

藤
記
察
の
名
称
一
を
明
文
製
部
組
要
』
£
ず
る
こ
と
が
昭
μ

和
六
十
二
年
一
一
月
一
一
十
尽
の
教
授
会
で
認
め
ら
れ
た
。
と
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て

の
最
終
警
で
詳
細
に
さ
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
巻
末
に
「
人
文
科
学
論
集
諮
問
録
」
を
鶏
載
し
て
そ
の
こ
十

の
た
め
の

北
大
女
学
部
記
南
町



ウ
北
海
送
大
学
文
認
中
部
紀
婆
』
と
吋
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
の
合
併
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

開
閉
年
間
関
に
わ
た
る
援
ゅ
ん
の
概
要
を
記
録
、
い
心
、
今
後
の
務
用
者
の
た
め
の
使
貨
が
計
ら
れ
て
い
る
。

よ
う
な
次
第
叫
に
あ
る
の

の
み
合
受
け
取
っ
で
お
ら
れ
た
方
々
応
は
、
本
号
は
一
晃
、
と
れ
ま
で

見
受
け
ら
れ
よ
う
が
、
本
号
以
降
の
『
文
製
部
記
要
品
一
は
か
つ
て
の
「
文
製
部
紀
要
』
と
吋
人
文
科

ぃ
。
ま
た
こ
れ
ま
で
町
人
文
科
学
論

ρ

集
』
会
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
た

つ
い
て
も
併
せ
て
ど
宇
承

と
に
な
る
の
で
、
こ
の
こ

H 

」ー

で、

今
一
は
な
ん
の
変
わ
り
が
な
い

学
論
集
』
の
A
M

悶
傍
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
…
に

に
は
、
本
口
ヲ
か
ら
は
そ
の
か
わ
り
に

も
よ
そ
こ
社
二
日
、
。

ν
h
h
f
d
i
J
j
a
wに
ふ
z
e
t
v

昭
和
六
十
一
一
年
九
万
一
二
十
段

安

酉本

降詫

茂郎

一244-

参
考
文
獄

山
本
的
波
茂
・
羽
出
山
野
五
隆
…
ム
ハ
。

句
人
文
科
学
論
集
』
の
終
刊
に
あ
た
っ
て
行
一
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論

集
二
倍
、
一

G
…l
一
O
ニc

崎
北
海
道
大
学
人
文
相
併
時
十
論
集
』
総
図
録

集

一

一

回

、

一

一

一

00

北
海
遊
ふ
入
学
人
文
科
学
論


